
取組と目標に対する自己評価シート（フェイスシート） 

 

タイトル 介護給付費適正化 

 

現状と課題 

調査の結果、無回答を除いた約４割の方が介護保険サービスを利用していないと回答してい

る等、サービス利用の適切な認識がされておらず、必要とされるサービス提供に繋げるため

には適正化事業の強化が課題となる。これまで実施していたケアプラン点検等の実施に加

え、国保連提供の帳票確認を実施することで適切なサービス提供に繋げる必要がある。 

第７期における具体的な取組 

 

実施率︓実施数を対象数で除した値(⼩数点切上)

種別 内容 年度 実施率 

要介護認定の 
適正な実施 

実際に調査した調査員とは別に、町
の調査員が調査結果の点検を⾏い、
調査⽔準が同⼀になるよう努めてい
ます。また、介護認定審査会には、
審査判定に際しての調査結果の疑義
に対応できるよう、町の調査員が同
席し、審査情報の提供に努めていま
す。 

平成29年度 100% 

平成30年度 100% 

平成31年度 100% 

平成32年度 100% 

ケアプランの点検 

住宅改修、軽度者に係る福祉⽤具貸
与の例外給付、短期⼊所特例利⽤に
関する申請受付時にケアプランの点
検を実施し、利⽤者に適したプラン
であるか確認を⾏い、適していない
場合は改善を求めます。 

平成29年度 100% 

平成30年度 100% 

平成31年度 100% 

平成32年度 100% 

住宅改修の点検 

住宅改修の⼯事前に申請者宅を訪問
し、利⽤者に適した改修内容である
か確認します。 
また、⼯事後に再度、利⽤者宅を訪
問し、申請通りに⼯事が実施された
かを確認します。 

平成29年度 100% 

平成30年度 100% 

平成31年度 100% 

平成32年度 100% 



 
実施率︓実施数を対象数で除した値(⼩数点切上)

目標（事業内容、指標等） 

同上 

目標の評価方法 

 時点 

□中間見直しあり 

☑実績評価のみ 

 評価の方法 

 ・実績値と目標値の比較 

 

福祉 ⽤具 購⼊・  
貸与 調査  

福 祉⽤ 具購⼊ 者や 福祉⽤ 具貸 与を受
け てい る利⽤ 者宅 に訪問 し、 利⽤状
況 など を踏ま え、 利⽤者 に適 してい
る か確 認しま す。 

平 成29年 度 0% 

平 成30年 度 5% 

平 成31年 度 10% 

平 成32年 度 15% 

介護 給付 費通知  

介 護サ ービス 利⽤ 者に対 して 、年に
４ 回（６⽉ ，９⽉ ，１ ２⽉ ，３⽉）、
３ カ⽉ 分の介 護報 酬の請 求や 費⽤の
給 付状 況など につ いて通 知す ること
に より 、適切 なサ ービス の利 ⽤と不
正 請求 の防⽌ に努 めてい ます 。 

平 成29年 度 100% 

平 成30年 度 100% 

平 成31年 度 100% 

平 成32年 度 100% 

縦 覧点 検・ 医療情 報
との 突合  

愛 知県 国保連 合会 からの 介護 報酬の
⽀ 払い 状況を 確認 し、提 供さ れたサ
ー ビス の整合 性、 算定回 数、 算定⽇
数 など の点検 を毎 ⽉⾏い ます 。請求
内 容の 誤りな どが ある場 合は 、介護
サ ービ ス事業 所へ の聞き 取り などを
⾏ い、 適切に 処理 します 。 
ま た、 医療と 介護 の給付 情報 を突合
し 、サ ービ スの 整合性 を点 検し ます。

平 成29年 度 100% 

平 成30年 度 100% 

平 成31年 度 100% 

平 成32年 度 100% 


